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１
２

月
０

９
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(
日

)
 
 

曇
り

時
々

晴
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
濱

野
兼

吉
、

大
江

加
予

子
、

 

生
熊

敏
男

・
千

満
子

、
畑

林
清

子
、

橋
本

梓
、

高
階

美
根

子
、

山
川

治
雄

・
自

知
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 
１

２
名

。
 

 

新
宮

組
は

川
島

車
に

畑
林

、
生

熊
夫

妻
、
沖

﨑
車

に
橋

本
、
大

江
、
濱

野
、

が
同

乗
し

、
午

前
７

時
少

し
前

に
出

発
。
 

今
朝

は
今

冬
一

番
の

冷
え

込
み

。
九

重
を

過
ぎ

た
国

道
１

６
９

号
線

の
温

度
標

識
は

４
℃

。
生

熊
さ

ん
に

よ
る

と
那

智
勝

浦
・

新
宮

道
で

４
℃

。
高

階

さ
ん

は
飛

鳥
の

１
６

９
号

線
で

１
℃

、
伯

母
峰

隧
道

を
越

え
た

梶
野

氏
は

零

下
１

℃
で

あ
っ

た
と

の
こ

と
。
 

池
原

公
園

駐
車

場
で

、
紀

北
町

海
山

の
高

階
、

熊
野

市
・

山
川

親
子

、
堺

市
・

梶
野

さ
ん

が
先

着
し

て
い

て
、

沖
﨑

事
務

局
長

よ
り

本
日

の
行

動
に

つ

い
て

の
指

示
が

あ
る

。
こ

こ
か

ら
池

鄕
林

道
ゲ

ー
ト

迄
は

梶
野

、
沖

﨑
、

山

川
さ

ん
の

車
( 軽

ト
ラ
) で

出
発

。
途

中
林

道
に

は
落

石
が

あ
り

、
そ

の
都

度

車
か

ら
降

り
て

落
石

を
拾

っ
て

林
道

脇
に

除
去

し
な

が
ら

ゲ
ー

ト
へ

。
 

ゲ
ー

ト
か

ら
持

経
宿

に
向

け
林

道
( 約

4
.7
㎞
) を

徒
歩

に
て

進
む

。
ゲ

ー
ト

付
近

の
林

道
の

荒
れ

よ
う

は
尋

常
で

な
く

、
支

谷
か

ら
台

風
に

よ
る

豪
雨

が

林
道

路
面

に
流

れ
込

み
、

土
砂

が
流

れ
て

歩
く

こ
と

さ
え

大
変

な
状

態
で

あ

る
。

途
中

の
林

道
も

路
肩

が
少

し
崩

落
し

た
り

、
山

側
の

岩
が

剥
げ

落
ち

た

り
と

台
風

の
被

害
が

至
る

所
に

現
れ

て
い

る
。
 

日
陰

に
は

、
う

っ
す

ら
白

く
雪

が
残

っ
て

い
た

。
歩

く
こ

と
１

時
間

あ
ま

り
で

持
経

宿
に

着
く

。
各

小
屋

の
注

連
飾

り
等

を
仕

分
け

す
る

間
に

、
雨

水

槽
を

空
に

し
て

、
ト

ユ
か

ら
の

雨
水

が
入

ら
な

い
よ

う
に

ト
ユ

を
外

す
と

共

に
雨

水
槽

の
底
栓

を
開

け
て

水
を
抜

く
、

こ
れ

は
凍
結

し
て

水
槽

が
割

れ
な

い
よ

う
に

す
る
処
置

で
あ

る
。
表

面
に

１
～
３
㎜

の
氷

が
張

っ
て

い
た

。
 

 
 

 
 

 

ゲ
ー

ト
上

の
荒

れ
た

林
道

 
行

仙
宿

に
う

っ
す

ら
雪

 
 

 
迎

春
飾

り
等

の
仕

分
け
 

 平
治

宿
・

千
年
檜

へ
の

注
連

飾
り
や
御
神
酒

、
カ
レ
ン
ダ

ー
、

ト
イ
レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
等

を
そ

れ
ぞ

れ
手

分
け

し
て
ザ
ッ
ク
や
手

に
持

っ
て

出
発

。
 

山
川

さ
ん

親
子

は
千

年
檜

へ
の

注
連
縄
張

り
替

え
に
使

う
長
梯

子
を
運
ぶ

。
 

 
 

 
 

 
 

長
梯

子
を

運
ぶ

 
 

 
 

 
 

 
 

千
年

檜
の

注
連

縄
を

外
す
 

 い
つ

も
の

よ
う

に
中
又
尾

根
手

前
の

山
頂

で
休
憩

と
な

る
が

、
中
又
尾

根

へ
の
最
後

の
登

り
坂

に
栂

の
倒
木

が
あ

り
、
チ
ェ
ン
ソ

ー
で

梶
野

、
山

川
さ

ん
が
倒
木

の
切

除
に

か
か

る
。

こ
の
木

は
大
人

が
一
抱

え
す

る
ほ
ど

の
太

さ

で
、
奧
駈

道
を
塞

い
で

い
る

。
チ
ェ
ン
ソ

ー
で
上

か
ら
横

か
ら
切

り
、

重
み

が
か

か
る

事
か

ら
下

か
ら
切

っ
た

が
、
締

ま
っ

て
チ
ェ
ン
ソ

ー
の
刃

が
挟

ま
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り
、
楔

を
打

ち
込

み
隙

間
を

空
け

る
作
業

を
さ

れ
る

。
時

間
が

か
か

り
そ

う

な
の

で
、
作
業

の
様

子
を
写
真

に
撮

り
、

梶
野

・
山

川
・

生
熊

さ
ん

に
任
せ

て
、

あ
と

の
人

は
平

治
宿

へ
と

先
行

す
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

奥
駈

道
を

塞
ぐ
( 跨

い
で

通
行

可
) 
栂

の
大

倒
木

切
除
 

 沖
﨑

さ
ん

は
赤
テ

ー
プ

で
奧
駈

道
の
傍

ら
の
木

々
に
マ

ー
キ
ン
グ

を
し

な

が
ら

進
む

。
私

が
平

治
宿

に
着

く
と

沖
﨑

さ
ん

は
ト
イ
レ

の
ド

ラ
ム
缶

に
張

っ
た
氷

を
砕

い
て

い
る

。
張

っ
て

い
る
氷

の
厚

さ
は

約
５
㎝

、
山

川
自

知
君

は
洗

い
桶

で
、
私

は
片
手
鍋

で
溜

ま
っ

た
水

を
く

み
出

し
、

沖
﨑

、
山

川
、

濱
野

の
３
人

で
小

屋
の
軒

下
ま

で
運
ぶ

。
こ

の
間

に
女
性
陣

は
、

小
屋
内

を

掃
除

し
、
カ

ー
ペ
ッ

ト
を
敷

い
て
昼
食

の
準
備

に
か

か
る

。
 

 
 

 
 

 

平
治

宿
便

所
水

洗
用

水
の

ド
ラ

ム
缶
 

 
 

平
治

宿
水

場
の

水
槽

底
浚

え
 

私
と

沖
﨑

、
山

川
親

子
、

梶
野

、
生

熊
敏

男
さ

ん
で

水
場

に
降

り
る

。
 

水
場

の
貯

水
槽

に
は

、
氷

が
張

り
、
落
葉

、
泥

、
石

が
流

れ
込

ん
で

い
て

、

と
り

あ
え
ず

水
や

落
葉

、
土

砂
を
取

り
除

く
。

梶
野

さ
ん

は
泥

が
入

っ
た
せ

い
で

水
が
腐

り
悪
臭

が
出

て
い

る
と

い
う

。
い

つ
も
だ

と
シ

ー
ボ
ル

ト
ミ
ミ

ズ
が

入
っ

て
い

る
が

今
回

は
入

っ
て

な
い

。
貯

水
槽

は
き

れ
い

に
な

っ
た

が
、

夏
に
貯

水
槽

の
周

り
に
セ
メ
ン

ト
を
張

る
修
復

を
し

た
が

、
一
部

水
で

流
失

し
て
凹

ん
で

い
て

、
少
量

で
は

水
槽

に
流

れ
ず
再
修
復

す
る
必
要

が
あ

る
。
 

生
熊

さ
ん

は
、
貯

水
槽

に
グ
レ

ー
チ
ン
グ

を
張

る
と

い
う

の
で

、
梶

野
さ

ん
と
相
談

し
計
測

し
て

い
る

。
私

は
素
人

で
さ

っ
ぱ

り
だ

が
、

山
彦
テ
ク
ノ

の
皆

さ
ん

は
佃
製
作

所
に

も
勝

る
と

も
劣

ら
な

い
技
術

屋
で

あ
る

。
あ

と
は

ま
か

し
て
平

治
宿

小
屋

に
１

２
時

前
に
戻

る
。
 

小
屋

で
は
ス

ト
ー
ブ

が
焚

か
れ
暖

か
く

な
っ

た
中

で
昼
食

。
 

 
 

 
 

 

水
槽

の
底

浚
え

後
 

 
 

ス
ト

ー
ブ

を
焚

い
て

昼
食

 
 

 
本

日
の

参
加

者
 

 昼
食
後

川
島

さ
ん
お
手
製

の
紫
芋

の
羊
羹
や
蜜
柑
バ

ー
ム
ク

ー
ヘ
ン
や
お

菓
子

の
差

し
入

れ
、
コ

ー
ヒ

ー
が

入
り

、
和
や

か
な
ひ

と
と
き

が
終
わ

る
。
 

沖
﨑

さ
ん

は
志
納
箱

か
ら

支
納
金

を
回
収

し
、
私

は
川

島
さ

ん
の
芋
羊
羹

を
土
産

に
い

た
だ

く
。
全
員
揃

っ
て
平

治
宿

小
屋

の
玄
関

で
記
念
撮
影

を
し

て
持

経
宿

へ
と
戻

る
。
 

帰
路

も
沖

﨑
さ

ん
は

、
標

識
の
赤
テ

ー
プ

を
付

け
ら

れ
る

。
栂
倒
木

を
処

理
さ

れ
た

場
所

で
は

、
チ
ェ
ン
ソ

ー
刃

が
挟

ま
れ

て
残

っ
て

い
る

。
木

が
太
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く
て
チ
ェ
ン
ソ

ー
刃

が
挟

ま
り
処
理

し
き

れ
な

く
て

、
次

の
土
曜

日
に
再

度

梶
野

・
山

川
さ

ん
で
切

除
処
理

に
来

る
こ

と
に

な
っ

た
。
 

先
着

し
た

山
川

親
子
・
川

島
・
橋

本
さ

ん
で

千
年
檜

に
新

注
連
縄

を
張

る
。
 

千
年
檜

に
帰

っ
て

く
る

と
も

う
注

連
縄

が
張

り
替

え
ら

れ
、
不

動
明
王

を

祀
っ

た
千

年
檜
お
堂

に
も

、
お
供

え
の
お
菓

子
、
御
神
酒

、
深

山
樒

も
新

し

く
供

え
ら

れ
、

生
熊

敏
男
導
師

の
勤

行
で
般
若
心

経
を
唱

え
、

新
年

を
迎

え

る
準
備

を
終

え
て

持
経

宿
に
戻

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
千

年
檜

・
新

注
連

縄
に

張
替

え
 

 

 
 

 
 

 
 
 

千
年

檜
祠

に
迎

春
飾

り
 

千
年

檜
・

祠
前

で
撮

影
 

 
 

千
年

檜
を

後
に
 

 持
経

宿
で

は
、

宿
内

の
掃

除
や
鏡
餅

・
御
神
酒

を
新

し
く
供

え
、
カ
レ
ン

ダ
ー

の
取
替

え
、
志
納
金

の
回
収

、
不

動
堂

の
お
供

え
も

新
し

く
し

、
小

屋

周
辺

に
溜

ま
っ

た
落
葉

は
、

発
電
機

を
作

動
さ
せ
ブ
ロ
ワ

ー
で
吹
き

飛
ば

し

て
掃

除
し

、
玄
関
上

に
注

連
縄

を
張

り
、

す
っ

か
り
迎
春
準
備

が
で
き

た
。
 

持
経

宿
の
金
剛
童

子
も
拭
き

清
め

ら
れ

、
傍

ら
に

あ
っ

た
サ
イ

の
角
だ

か

象
牙
だ

か
も
見
違

え
る

よ
う

に
綺
麗

に
な

っ
た

。
又

、
薪

を
玄
関

脇
に
運
ぶ

。
 

 
 

 

持
経

宿
内

の
正

月
飾

り
 

 
 

 
 

持
経

宿
の

迎
春

準
備

を
終

え
る
 

 山
川

親
子

・
生

熊
敏

男
さ

ん
は

、
一
足
早

く
下

山
。

持
経

宿
か

ら
下

山
前

に
写
真

を
撮

り
、

池
郷

林
道

ゲ
ー

ト
へ

歩
い

て
帰

路
に

つ
い

た
。
 

私
に

と
っ

て
一
ヶ

月
ぶ

り
の

山
行

で
あ

っ
た

。
体

重
が
増

え
身
体

が
重

く
、

歩
く
速

さ
も
随

分
と
遅

く
な

り
、
皆

さ
ん

に
迷
惑

を
か

け
な

い
か

、
膝

は
大

丈
夫

な
の

か
と
不
安

で
あ

っ
た

が
、
何

と
か

２
万

歩
を
超

え
て

歩
き
通

す
こ

と
が

で
き

た
こ

と
に
安
心

し
た

。
夏

山
で
転
倒

し
大
腿

を
し

こ
た

ま
打

ち
付

け
、
腫

れ
が

在
り
ク
ロ

ニ
エ

の
状

態
が

続
い

た
。
全

く
自

信
を

な
く

し
て

い

た
が

、
す

こ
し

は
ま
だ

大
丈

夫
と

思
え

て
き

た
。

今
回

は
楽

し
い

山
行

と
な

っ
た

。
ゲ

ー
ト

か
ら

の
林

道
の
早

期
復

旧
を

望
む

と
こ

ろ
で

あ
る

が
・
・
・
・
・
。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮

7
:
0
0
→

8
:
1
0
池

原
公

園
Ｐ

8
:
2
0
→

8
:
4
2
池

鄕
林

道
ゲ

ー
ト

8
:
4
5
→

1
0
:
0
5
持

経
宿

1
0
:
1
5
→

1
1
:
1
0
平

治
宿

→
1
1
:
5
5
(
昼
食

)
→
平

治
宿

1
2
:
4
5
→

1
3
:
3
0
千

年
檜

1
3
:
4
5
→

1
3
:
5
0
持

経
宿

1
4
:
3
0
→

1
5
:
4
0
池
郷

林
道

ゲ
ー

ト

1
5
:
4
5
→

1
6
:
0
5
池

原
公

園
Ｐ
・
解

散
。
 
(
記
；
濱

野
、
写
真
；
梶

野
・
川

島
)
 


